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① 課
題

当事者家族の切実な声

「同じ境遇の方と悩みを共有したかったが、どこで知り合える

かわからず不安だった」（30代）

「もっと早く知りたかった、という情報がたくさんある」（40

代）

「介護の負担が大きく、柔軟に働ける勤務先を見つけるのが難

しい」（40代）

「将来の生活に見通しを持てず、大きな不安を抱えている」

（30代）

全国調査に見る家族の負担

国や他自治体の調査でも、多くの家族が同様の悩みを抱えてい

ることが示されています。

※厚生労働省 令和元年度障害者総合福祉推進事業「医療的ケア

児者とその家族の生活実態調査」より「当てはまる」「まあ当

てはまる」の合計

「いつまで続くかわからない日々に強い不安を感じる」

70.4%

「日々の生活は緊張の連続である」

68.0%

「社会から孤立していると感じる」

51.3%

●

●

●



② 事業の目的・目
標

事業目的

● 様々なニーズを抱える医療的ケア児者の家族を支援するため、情報共有や悩みの解決を図るための継続的に機能するピアサポ

 ートの仕組みを構築します。

● 家族同士の支え合いを通じて、日々の不安や社会的孤立を軽減し、誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指します。

事業目標

本事業を通じて、仙台市内で孤立しがちな

医療的ケア児者等のご家族、

年間36組※を目標に
新たなつながりを創出します。

※当法人サービス利用者以外のご家族



③ 事業の具体的な内容 (1/5)

活動内容 説明

【リアルな交流の場】

ほのぴあ・リアル
直接顔を合わせて話せる安心の場です。

【オンラインの交流の場】

オンラインほのぴあ
週2回配信。気軽に参加できるオンラインでの交流の場です。

【個別の相談の場】
カフェやその他の方法で随時対応。家族相談員が個別のお悩みに対応します。

事業愛称：ほのぴあ (Honopeer)

心の港のような場所「ほのるる」と、仲間同士の支え合い「ピ

アサポート」を組み合わせた名前です。医療的ケア児・重症心

身障害児者の家族の新しいピアサポートのかたちを提案しま 

す。

3つの活動の柱



③ 事業の具体的な内容 (2/5) ～主な成果の概要～

事業開始当初は、告知・周知と関係機関との連携構築に注力するフェーズであるとともに、「リアルな交流の場」「オンラインの

交流の場」「個別の相談の場」という３つの活動が本格的に始動しました。それぞれの活動が有機的に連携し、以下のような成果

が生まれています。

事業目標達成に向けた進捗

0組 36組

現在 11 組（目標達成率: 30.6%）

リアルな交流の場

顔を合わせて対話できるリアルな場では、

オンラインでは得難い深い共感が生まれて

います。暮らしのヒントを交換したり、 

日々の悩みを分かち合ったりすることで、

新たな支え合いの輪が広がっています。

オンラインの交流の場

週2回のインスタライブは、時間や場所の制

約なく参加できる重要な窓口です。コメン

トを通じた双方向の交流が、新たな参加へ

のきっかけにもなっています。

個別の相談の場

LINEや対面など多様な方法で、医療・ケア

や生活、学校など、集団では話しにくい複

雑な悩みにも、経験を元に寄り添っていま

す。



③ 事業の具体的な内容 (3/5) ：成果①【リアルな交流の場】

テーマは「日常の困りごと」

第1回 ほのぴあ・リアル 開催概要

日時：2025年7月9日(水)

場所：まちづくりスポット仙台（仙台市泉区）

参加：ご家族、相談支援員、関係者など総勢23名

参加者の声

当事者同士ならではの情報交換

「旅行の工夫」や「夏の体調管理」など切実な声が共有され、「う

ちではこうしてるよ」といった具体的なアイデアが飛び交う、前向

きなエネルギーに満ちた場となりました。

誰ひとり“あきらめ”を口にしない。生活の質を保ち、もっと快適に、もっと自由に、という想いが、参加者の次の一歩を後押ししています

。

「すぐに共感し合えたので、皆さんと今日初めて会った気が

しません」

●

「教えてもらって、（旅行やキャンプに）行けるかもしれな

いと思いました」

●

「先輩たちの強さとパワーに感動しました」●

「こんなすばらしい企画をしてくださって、ありがとうござ

います」

●



③ 事業の具体的な内容 (4/5) ：成果②【オンラインの交流の場】

リアルタイムで届ける、当事者の声

毎週2回配信のインスタライブは、時間や場所の制約なく参加できる

重要な交流の場です。「就学先」「皮膚トラブル」「外出の工夫」

など、具体的で切実なテーマで情報共有を行っています。

視聴者との双方向の交流

ライブ配信のコメント機能を通じて、視聴者からの質問にその場で

答えたり、共感の声を共有したりと、双方向のコミュニケーション

が生まれています。これが視聴者の安心感に繋がり、次の参加への

きっかけにもなっています。

「他の人のコメントを見るだけでも、『悩んでいるのは自分だ

けじゃないんだ』と勇気づけられます。」（30代・母親）

インスタライブの活動実績

約80 時間
動画再生時間

9,833
総閲覧数

407
インタラクション

78
新規フォロワー

時間や場所に縛られないオンラインの場は、孤立しがちな家族にとっての「最初の一歩」を後押しし、リアルタイムの双方向な支え合いを

実現しています。



③ 事業の具体的な内容 (5/5) ：成果③【個別の相談の場】

相談内容の内訳（当事者家族・延べ38件）

相談者の属性

【地域】仙台市内（泉区, 太白区, 宮城野区, 青葉区）を中心に、市外からも

相談が寄せられています。

【年代】30～40代が中心ですが、20代から60代まで幅広い年代の家族を支

援しています。

【場所・方法】ご自宅やカフェ、こども病院内、商業施設内、学校、オン

ライン（LINE, DM）など、相談しやすい多様な方法で対応しています。

一人ひとりに寄り添う支援

専門知識だけでなく、家族相談員自身の経験を交えながら、一人ひ

とりの状況に合わせた情報提供やアドバイスを行っています。具体

的な選択肢を示すことで、家族が次の一歩を踏み出すための支援に

繋がっています。

「小学校の就学先について、それぞれの学校の特徴や見学のポ

イントを教えてもらい、視野が広がった。」（30代・母親）

集団の中では話しにくい個人的で複雑な悩みにも、経験者だからこそできる個別で具体的な支援が、家族の不安を確かな安心に変えていま

す。

● 医療・ケア関連 (42%)

生活・制度 (34%)●

● 学校・就学 (11%)

家族関係 (13%)●



④ 仙台市の協働課や各連携先との連携につい
て

仙台市との協働 関係機関との連携

仙台市の「仙台市市民協働事業提案制度」の令和7年度

採択事業です。

●

協働課である仙台市障害者支援課と月一回のミーティン

グを行い、事業の進捗管理や課題解決に緊密に取り組ん

でいます。

●

市の広報媒体を活用した市民への周知広報や、関係部署

の訪問や連絡等の調整などにご協力いただいています。

●

●

●

本事業を広く周知するため、様々な関係機関へ訪問・連携を図

っています。

【医療機関等】仙台市医師会、東北大学病院、こども病

院、仙台エコー医療療育センター、あおぞら診療所ほっ

こり仙台

【相談支援機関】宮城県医療的ケア児等相談支援センタ

ー ちるふぁ、小慢さぽーとせんたー、アーチル、各区障

害高齢課・家庭健康課、各区障害者自立支援協議会、ウ

ェルポートせんだい、難病サポートセンター、仙台市内

福祉サービス事業所

【学校関係】鶴谷特別支援学校、光明支援学校、名取支

援学校、小松島支援学校、西多賀支援学校、拓桃支援学

校、かがやき支援学校、松陵支援学校、仙台市なのはな

ホーム、仙台市なかよし学園

●



⑤ 今後につい
て

今後の活動スケジュール

● 第2回 ほのぴあ・リアル: 10月29日(水) 開催予定

● 第3回 ほのぴあ・リアル: 令和8年2月頃 開催予定

● インスタライブ: 9月～3月まで継続的に配信（毎週水・金）

● 個別相談: 9月～3月まで随時対応

広報・周知活動の強化

● 引き続き、各区の自立支援協議会等でPR活動を実施します。

今後の展望

これまでの活動で得られた成果と課題をもとに、より利用者のニーズに即した支援内容へと改善を図ります。●

事業期間終了後も、本事業が継続的な支援の仕組みとして地域に定着することを目指し、仙台市と協議を進めていきます。●



ご清聴ありがとうございまし
た

公式サイト: honopeer.ainomi.com

Instagram: @hono.peer
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